
矢野島に関する知見

1  真浦から矢野島まで
真浦では小船の舷似IJに吊した網の生笹にアナゴ、ノ、マ
チ、アイナメ、タコ、クルマエビなど別々に生かL て置
くのが面白L、。快速艇で緑の山影を写した海上をすべる
ように進む。右手間近かに家島神社の原始林を眺めてj却
をまわると男鹿島の花筒岩が、白味勝ちな岩肌が限を射
るようにきらめく。家島本島の古生膚の砂岩は黒味か強
く深緑の樹林、浅緑の草原と色の対比が美しし、。突こっ
たる岩壁の所々に釣糸を垂れる太公望の姿も風情を添え
てL、る。
奥村組採石場は大規模で男鹿島の花開岩と共に家島群
烏の大きな地下資源であることを物語っている。この辺
は流紋岩で白味が強く、] 頁から急斜をなして碧海に裾を
ひたす様子は極めて豪壮な眺めである。船首を丙に向け
る頃Jiij匝iに待望の矢野島が絵のように浮び上ってくる c

さらに前方にに坊勢鳥が横たわってレて多鳥海の様相を
示す。
2  宝を秘めた矢野島
(1) JJ持地第一印象
快速艇から繰り降ろされた臨時の桟橋を渡って汀に
立つ。 100m未満の砂浜ではあるが汀線に添って 2段
3段に貝類のうきしい波状の屑が断続する。購、貿...llオ
宝に関する文字には貝が使われている。この島と只の
多L、ことからも宝島の名がふさわしく、島内深かく秘
められた宝は将来の発展策の如何にかかってるのカ、も
知らぬ。試みに拾ったものだけでも巻貝36積、三枚只
18穫であった。古川氏は終始採集されたからさらに多
くを獲てし、る。
(2) 海岸の太陽巡り
古生関の砂岩、頁岩. 1-1:質約板岩の交層が明瞭で閉
がほぼ水平になっているのは比較的に変動の少なかっ
たことを物語ってし、る。( 狭レ面積的iこ) ツルナが美
サTに栽格植物のようにやT f している。ハマナデシコ、
カワラヨモギが椅上傑かの土に根を下ろして件命力の
件大さを示してL、る。マル" グミの花盛り、マサキ、
トベヲは突をつけている。北側IJは若竪が念、にそそり立
ち行くてをはばんでレたので、満潮に帰路をたたれる
心配もあるので引きカゐえすれ
(ω l頁上への重要繁
ヒメムカシヨモギに被われた沖積地の中央カ。ら急斜

而によぢ殺り、ビナンカズラが球状の実をつけて L 、
るη サンカタスーノレ、 トキワアケビの蔓草か日立つ。タ

佐 藤 茂 樹

ブ、カクレミノ、シロダモ‘ウノミメガシ、ヤブニッケ
イ、ヒサカキなどの常緑樹に交ってヌルデ、クサギな
どがあり、ヤタケの密生地とせり合った形で遷移の段
階がうカ aがわれる。頂部の穴から推測すると堆積土の
土も相当あるように思われる。
3. 島の生物相
植物陛上植物室井博士ほか他の方々の研究が期待

される。
海 潔今はちょうど夏枯時なので、打ち上

げられたのはホンダワラ、マメダワ
ラの栂藻だけ、後日の研究に待つ。

動物練皮動物 ノ: フンウニ、イトマキヒトデを見た
岩礁が多L、砂浜もあるから穏類は多
L  、ものと恩う。

巾 l殻類ガザミ、ヒライソカι 、イソカ‘ニ、
ヒメガザ f の甲殻が打ちとげられて
L  、た。

サンゴ類東さんが拾われたとL 、うサンゴは見
ないので何か判らないがビソガライ
シは淡路に多し、 L 、ノウサンゴ類は
紀州に多レ。

クラゲ類 パタチノキの臼生した付近の汀に直
径約50cm傘の扇平な縁辺に16伺の弁
J i があり無色透明で水色、白色にも
見える。ユウレイクラゲで瀬戸内海
には特に群泳するというから、一大
存観を息すると思、う。

カイメン類 イソカイメンとワタトリカイメン
の一片があったの後者は淡路島では
30c1l1にも達するものがあるカ・ら、こ
の海底にも相当あると思われる。

4  海洋調査
海洋あっての向であるから、海水浴の而方、らも、引物

群集の上からも是非一度調べておく必要があると思う F

5. 島の発展策
消極的ではあるが初めは健全なI i 然学習公閣の性絡
で、開発なり設備なりを実施することが望ましし!
常緑樹は伐採を禁じ. 保護育成をはかる 2 タブ、 ツノ:
キ、ヤブニッケイ、カクレミノ、ウパメガシ、トベラ等、
現在、ヒメムカシヨモギの望再生せる耕地跡には、スイセ
ンのま日きを栽培して冬季の収訟をはかるわオリーブの栽
摘が提唱されたが賛成である仁
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矢 野島の地質
矢野鳥の周問は約 O，8km、最高点は泌抜 38mである、
(25，000;}の1J也Jf1f記I t り慨算) 仙の来・北・| 十，jiij;の三
方は急傾斜のiIlf.食Lrlこよ 7 てdiJ F:"抜 L 、，/Li，:fI;、つまり J)j

の折、とがある。
このj誌の地質は古今層・脈岩類( 石英斑岩・ひん岩) 沖

積層からなりたってL 、る。古生層は島の大部分を占め、
岩質は砂岩・頁岩の交互層よりなり、砂岩が優勢である。
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心、， J也氏If!dtの決l止できるような化石は楚見できなかっ
たが、北部の海岸のノu誕の化石を採集した これはj也閉

L  、まわった跡が化石と L て保存されてきたものであるひ
した方 hってふの事実から考えると、ニの地層のできた当
I l : y の泌は浅泌であっただろうと推' 疋される? 鳥の南部で
も相物質の微片方: みとめられたιともニの事を裏十lけ

ーの，' ，生隔の地質時代は矢野れにおしては確認でき

同棋の新相をな L てしゐ} とカもら同じ系統と考えてよ
く、その時代i土ベノレ i 記 ( . ，畳紀) であろう。( 約一億
年liiD。脈岩類鳥の北部および南部tこは、古生層を貫L、て
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て、，II"t:)詳と泣岩類との接触市: で、南北方向・ i涛差数仰
の小断層があったが、満仰のたぬ観察できなか " 1ヒ今
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